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台風第18号の大雨等による被害状況等について

内閣府HPより抜粋

１．気象状況（気象庁情報：９月24日08：00現在）
⑴　気象の概況と見通し
【概　況】
・ 9 月13日 3 時に小笠原諸島近海で発生した台風第

18号は、発達しながら日本の南海上を北上し、16
日 8 時前に暴風域を伴って愛知県豊橋市付近に上
陸した。

　　その後、台風は関東地方から東北地方を通過し、
16日21時に北海道の東で温帯低気圧となった。
・15日は、前線や台風周辺から流れ込む湿った空気

の影響で、東日本や北日本で局地的に激しい雨が
降った。
・16日は、台風に伴う雨雲により、四国から北海道

にかけての広い範囲で大雨となった。特に福井県、
滋賀県、京都府では、記録的な大雨となった。

（突風関連）
・ 9 月15日14時半～18時頃、和歌山県東牟婁郡串本

町において 3 つの竜巻が発生し、全て風速が藤田
スケールで F 1 に達したと推定された。
・ 9 月15日21時10分頃、三重県志摩市において、風

速が藤田スケールで F 0 に達すると推定される竜
巻が発生した。
・ 9 月15日22時30分頃、栃木県那須郡那須町におい

て、風速が藤田スケールで F 0 に達すると推定さ
れる竜巻が発生した。
・ 9 月16日 1 時半～ 2 時頃、埼玉県比企郡滑川町、

熊谷市、行田市および群馬県太田市において４つ
の竜巻が発生し、うち 3 つは風速が藤田スケール
で F 1 に、 1 つは藤田スケールで F 0 に達したと
推定された。
・ 9 月16日 2 時20分頃、群馬県みどり市・桐生市に

おいて、藤田スケールで F 1 に達すると推定され
る竜巻が発生した。
・ 9 月16日15時過ぎに宮城県石巻市に被害をもたら

した突風については、現象の特定に至らなかっ
た。風速は藤田スケールで F 0 に達したと推定さ
れた。
・ 9 月16日18時30分頃、北海道厚岸郡厚岸町におい

て、藤田スケールで F 1 に達すると推定されるダ
ウンバーストが発生した。

（参考：藤田スケール F 0 （風速：毎秒17～32メ
ートル）、F 1 （風速：毎秒33～49メートル））

⑵　大雨の状況（ 9月15日 0 時～ 9月16日24時）
・主な 1 時間降水量

（アメダス観測値）
愛知県 小原 96.0ミリ 16日 9 時06分まで
長野県 浪合 73.5ミリ 16日 9 時19分まで
静岡県 熊 73.5ミリ 16日 8 時13分まで
神奈川県 海老名 71.5ミリ 15日 8 時30分まで
宮城県 亘理 69.0ミリ 15日13時12分まで
和歌山県 高野山 68.5ミリ 16日 5 時58分まで
静岡県 越木平 67.5ミリ 16日 8 時48分まで
静岡県 佐久間 65.0ミリ 16日 8 時36分まで
茨城県 門井 64.5ミリ 15日 8 時20分まで
愛知県 作手 64.5ミリ 16日 7 時55分まで

（気象レーダー等による解析（※））
静岡県 浜松市 約110ミリ 16日 9 時00分まで
静岡県 富士宮市 約110ミリ 16日 9 時30分まで
静岡県 島田市 約110ミリ 16日 9 時00分まで
静岡県 中津川市 約110ミリ 16日 9 時30分まで
静岡県 川根本町 約100ミリ 16日 9 時00分まで
愛知県 豊田市 約100ミリ 16日 9 時00分まで
京都府 京丹後市 約100ミリ 15日21時00分まで

・主な24時間降水量
（アメダス観測値）
奈良県 天川 495.0ミリ 16日10時20分まで
三重県 宮川 493.0ミリ 16日 4 時20分まで

※これは速報であり、数値等は今後も変わることがある



平 成 25 年 10 月  1  日 防 災 （ 3 ）第 772 号

奈良県 上北山 473.5ミリ 16日 4 時00分まで
滋賀県 朽木平良 469.0ミリ 16日12時20分まで
和歌山県 護摩壇山 450.0ミリ 16日10時10分まで
和歌山県 色川 434.0ミリ 16日 3 時00分まで
和歌山県 本宮 427.0ミリ 16日 3 時30分まで
徳島県 蒲生田 422.5ミリ 16日 3 時10分まで
三重県 笠取山 421.0ミリ 16日11時30分まで
静岡県 井川 414.0ミリ 16日11時00分まで

（気象レーダー等による解析（※））
静岡県 富士宮市 約800ミリ 16日15時00分まで
三重県 大台町 約800ミリ 16日 4 時00分まで
奈良県 上北山村 約800ミリ 16日 4 時00分まで
奈良県 川上村 約800ミリ 16日 4 時00分まで
新潟県 湯沢町 約700ミリ 17日 0 時00分まで
静岡県 川根本町 約700ミリ 16日15時00分まで
三重県 尾鷲市 約700ミリ 16日 4 時00分まで
三重県 紀北町 約700ミリ 16日 4 時00分まで
和歌山県 新宮市 約700ミリ 16日 3 時00分まで

・主な期間降水量
（アメダス観測値）
三重県 宮川 575.5ミリ
奈良県 上北山 542.5ミリ
奈良県 天川 533.0ミリ
三重県 笠取山 494.5ミリ
滋賀県 朽木平良 494.5ミリ
和歌山県 護摩壇山 487.5ミリ
和歌山県 色川 475.5ミリ
和歌山県 本宮 470.0ミリ
奈良県 曽爾 464.0ミリ
静岡県 井川 451.5ミリ

（気象レーダー等による解析（※））
奈良県 川上村 約1,000ミリ
静岡県 富士宮市 約　900ミリ
三重県 大台町 約　900ミリ
奈良県 上北山村 約　900ミリ
新潟県 湯沢町 約　800ミリ
和歌山県 新宮市 約　800ミリ
静岡県 浜松市 約　700ミリ
静岡県 川根本町 約　700ミリ
三重県 松阪市 約　700ミリ
三重県 尾鷲市 約　700ミリ
三重県 菰野町 約　700ミリ

三重県 紀北町 約　700ミリ
滋賀県 東近江市 約　700ミリ
※レーダー等を用いて解析された降水量（ 1 ㎞四方

毎）の市町村内の最大値を表記。
　 ～ 50ミリ：  5 ミリ単位
 50～200ミリ： 10ミリ単位
200～500ミリ： 50ミリ単位
500～　 ミリ：100ミリ単位
で表記。

・主な最大風速
（アメダス観測値）
東京都 三宅坪田 （南） 28.0m/s 16日 7 時06分
愛知県 セントレア （北北西） 26.3m/s 16日 7 時51分
兵庫県 神戸 （北北西） 26.1m/s 16日 5 時15分
北海道 釧路 （北北東） 25.9m/s 16日19時38分
東京都 江戸川臨海 （南） 24.5m/s 16日11時15分
北海道 えりも岬 （北東） 24.0m/s 16日16時58分
新潟県 弾崎 （北北西） 23.8m/s 16日11時05分
東京都 神津島 （南） 23.6m/s 16日 7 時19分
静岡県 御前崎 （南） 23.0m/s 16日 8 時35分
東京都 羽田 （南） 22.4m/s 16日10時43分

・主な最大瞬間風速
（アメダス観測値）
愛知県 豊橋 （東南東） 39.4m/s 16日 7 時20分
兵庫県 神戸 （北北西） 38.3m/s 16日 5 時12分
東京都 三宅坪田 （南） 37.6m/s 16日 7 時02分
北海道 えりも岬 （北北東） 35.4m/s 16日16時54分
東京都 八王子 （南） 34.5m/s 16日10時47分
東京都 三宅島 （南南西） 33.9m/s 16日 7 時45分
東京都 江戸川臨海 （南） 33.7m/s 16日11時07分
千葉県 銚子 （南） 33.4m/s 16日11時01分
愛知県 セントレア （北西） 33.4m/s 16日 7 時46分
三重県 上野 （北） 33.4m/s 16日 7 時13分

⑶　波浪の状況（ 9月15日 0 時～ 9月16日24時）
・台風18号に伴う主な波浪最高値【気象庁所管】
静岡県 石廊崎 9.8ｍ 9月16日10時00分
京都府 経ヶ岬 6.3ｍ 9月16日10時00分

（注）　波浪観測値は速報値のため、今後修正等を行
う可能性がある。
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２．人的・物的被害の状況（消防庁調べ： 9月24日14：00現在）
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　国土交通省では、台風第１８号による被害が激しか
った京都府、福井県の地方自治体を支援するために、
災害が発生した９月１６日より中部地方以西の地方整
備局（中部、近畿、中国、四国、九州）からTEC︲
FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派遣し、大規模
浸水域の緊急排水作業や早期復旧のための技術支援
などを実施しています。
　なお、活動の状況は以下のとおりです。
○TEC︲FORCE派遣状況：３８５人・日（ 9 /19現在）
○TEC︲FORCE活動地域：
　福井県小浜市域、京都府福知山市域
　京都府舞鶴市域、京都府綾部市域
○活動状況
・災害発生後、直ちに防災ヘリコプター３機により
緊急被害状況調査を実施。

・被災状況、被災自治体が必要とする具体的な支援
内容の把握ときめ細かな支援のため、リエゾン（情
報連絡員）を京都市、福知山市など２府５県８市
１町に派遣。
・福知山市等の浸水地域の排水を迅速に行うため、
排水ポンプ車、照明車などのべ１４２台を派遣。
・河川、道路等の早期復旧や二次災害の防止のため
に、自治体への技術支援を実施。
○その他
・河川、道路等の被災状況等は近畿地方整備局HP
に掲載しています。
http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/
saitaishien/18goutaifu/index.html
・TEC︲FORCE の活動状況写真について提供可能
です。

台風第18号及び前線による大雨に対する国土交通省の対応
TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の広域派遣による被災自治体支援

国土交通省HPより抜粋
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防災フェア2013の開催について

公益社団法人 全国防災協会

１ ．開催趣旨
　 ８月30日から ９月 ５日までは防災週間です（昭和
57年閣議了解）。
　この期間を中心に、全国各地で展示会、講演会、
訓練など、国民の防災意識の高揚と、防災知識の普
及・啓発のための様々な取組みが行われました。
　この防災週間の行事の一環として、内閣府、防災
推進協議会の共同開催で、 ８月31日（土）～９月１日
（日）の２日間に亘り「防災フェア2013」が開催され
ましたのでご紹介いたします。（本全国防災協会も
防災推進協議会の幹事メンバーとして活動していま
す）
　平成25年では、救急活動のデモンストレーション、
AED救護体験、ピンポン球１万個での自然の猛威
体験、おいしい非常食の紹介・試食など、防災に関
する展示や体験を通じ、災害時の心構えや日頃の備
えなど、防災対策の重要性を広くアピールいたしま
した。

２ ．開催日時及び場所
　日　時：平成25年 8 月31日（土）

　11：00～19：00
平成25年 9 月 1 日（日）
　11：00～17：00

　会　場：六本木ヒルズアリーナ
ヒルズカフェ／スペース
テレビ朝日ｕｍｕ

３ ．主　　催
　内閣府、防災推進協議会

４ ．後　　援
警察庁、総務省、消防庁、文部科学省、厚生労働
省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、気象
庁、海上保安庁、防衛省、東京都、港区

５ ．参 加 費
　無　料

６ ．主な内容
○六本木ヒルズアリーナ
・自然災害を体験しよう！
・起震車
・ＡＥＤ救護体験
・防災推進協議会加盟会員による展示 など
○ヒルズカフェ／スペース
・関東大震災を歩く
・小学生が語りつぐ災害教訓（協力：平野啓子さん）
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・マンション防災を考える
・おいしい非常食とは
・アニメ　東京マグニチュード8.0
・3．11 私たちは何を経験したか
　（協力：東京防災救急協会）
・ビーアライブ
　（協力：東京防災救急協会） など
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平成25年（2013年）夏の日本の極端な天候について
～ 異常気象分析検討会の分析結果の概要 ～

気象庁 HP より抜粋

　本日開催した異常気象分析検討会⑴において、
2013年夏（６～８月）の日本の極端な天候をもたら
した大規模な大気の流れについて、その要因を分析
し、以下の見解をまとめました。

・2013年夏の日本の天候は、以下のように、極端な
天候となりました（ここで示す地域平均の統計開
始は1946年）。
＜気温＞
①　夏平均気温：西日本+1.2℃（統計開始以降第
１位）、東日本 +1.1℃（同第３位タイ）、沖縄・
奄美+0.7℃（同第２位タイ）
②　日最高気温の記録更新：高知県四万十市江川
崎（８月12日、41.0℃）
③　今夏に日最高気温の高い記録を更新した地点
は143地点（タイ記録を含む）

＜大雨＞
④　日本海側の地方を中心とした多雨：東北地方
の７月の降水量平年比182％（統計開始以降第１
位）、北陸地方の夏の降水量平年比151％（同第
４位）、山口県、島根県、秋田県、岩手県の一
部地域では、過去に経験したことのない豪雨に
見舞われました。

＜少雨＞
⑤　東・西日本太平洋側と沖縄・奄美の一部地域
の少雨：九州南部・奄美地方の７月の降水量平
年比11％（統計開始以降第１位）、東海地方の夏
の降水量平年比64％（同第３位）

・７月以降、太平洋高気圧とチベット高気圧の強ま
りによって、西日本を中心に全国で暑夏⑵となり
ました。西に強く張り出した太平洋高気圧の周縁
を吹く暖かく湿った空気が流れ込んだ日本海側で
はたびたび大雨となりました。
・太平洋高気圧とチベット高気圧がともに優勢とな
った要因は、海面水温がインドネシア・フィリピ
ン周辺で高く、中・東部太平洋赤道域で低くなっ
たことにより、アジアモンスーンの活動が広い範
囲で非常に活発となったこととみられます。

１．天候の特徴
　2013年の夏は、全国で暑夏となりました。特に、
西日本の夏平均気温平年差は＋1.2℃となり、統計
を開始した1946年以降で最も高くなりました（表－
１）。
　８月上旬後半～中旬前半の高温ピーク時には、東・
西日本太平洋側を中心に気温が著しく高くなりまし

表－１　夏の地域平均気温平年差の歴代順位

※統計を開始した194₆年以降。

１位 ２位 ３位 今夏

北　日　本 +2.2℃
（2010）

+1.9℃
（1978）

+1.5℃
（1999他）

+1.0℃
10位タイ

東　日　本 +1.5℃
（2010）

+1.3℃
（1994）

+1.1℃
（2013他）

+1.1℃
3 位タイ

西　日　本 +1.2℃
（2013）

+1.1℃
（1994）

+0.9℃
（2004）

+1.2℃
1 位

沖縄・奄美 +0.8℃
（1991）

+0.7℃
（2013他） － +0.7℃

2 位タイ



平 成 25 年 10 月  1  日 防 災 （9）第 772 号

た（図－１）。特に、高知県四万十市江川崎では８
月12日の日最高気温が41.0℃となり、日本の日最高
気温の高い記録を更新しました。また、今夏に日最
高気温の高い記録を更新した地点は143地点、日最
低気温の高い記録を更新した地点は93地点に上りま
した（タイ記録含む）。
　夏の降水量は、東・西日本太平洋側と沖縄・奄美
の一部で少ない一方、東北地方と本州の日本海側で
多くなりました。特に、東北地方では、たびたび大
雨に見舞われた７月の降水量が統計を開始した1946
年以降で最も多くなりました。また、山口県、島根
県、秋田県、岩手県の一部地域では、過去に経験し
たことのない豪雨に見舞われました。なお、アメダ
スによる猛烈な雨（１時間降水量80㎜以上）のこの
夏の観測回数⑶は1976年以降で３番目に多くなりま
した。

２．大気の流れの特徴と要因
⑴　７～８月の全般的な特徴と要因（図－２）
　夏の日本の天候を支配する太平洋高気圧（下層の
高気圧）とチベット高気圧（上層の高気圧）は、今
年の７～８月はともに平年より強くなりました。特
に、太平洋高気圧は西への張り出しの強い状態が続

き、沖縄・奄美や西日本では勢力が非常に強くなり
ました。これらの高気圧の強まりによって、西日本
を中心に全国的に高温となりました。また、高気圧
に覆われて日射量が平年より多くなったことなどに
より、８月の日本近海の海面水温は平年よりかなり
高くなりました。
　太平洋高気圧とチベット高気圧がともに優勢とな
った一因は、海面水温がインドネシアやフィリピン
周辺で平年よりかなり高くなる一方、中・東部太平
洋赤道域で平年より低くなったことにより、アジア
モンスーン域の広い範囲で積雲対流活動が平年と比
べて非常に活発になったこととみられます。

⑵　７～８月の大雨や少雨をもたらした要因
　太平洋高気圧は７月上旬に西・東日本太平洋側ま
で北に大きく張り出したあと、本州の南海上から沖
縄・奄美を中心に勢力の強い状態が続きました。東
北地方と日本海側の地域には、太平洋高気圧の周縁
を吹く暖かく湿った空気が流れ込みやすかったこと
が大雨の要因と考えられます（図－３）。さらに、
偏西風の蛇行に伴って上空に寒気が流入するときが
あり、そのため大気の状態が不安定になったことも
大雨を降りやすくしたとみられます。なお、平年よ

図－１　2013年の猛暑日、真夏日の地点数の経過
全国927地点中。猛暑日は日最高気温35℃以上、真夏日は日最高気温30℃以上。
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図－３　日本付近の太平洋高気圧と水蒸気の流れ（７月１日～８月27日平均）
左図は2013年、右図は平年（1981～2010年平均）を示す。陰影は海面気圧、矢印は925hPa 水蒸気フラックスを表す。

図－２　2013年７～８月の日本の極端な天候をもたらした要因（概念図）
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【注】
⑴　気象庁が平成19年６月に設置。社会経済に大きな
影響を与える異常気象が発生した場合に、大学・研
究機関等の専門家の協力を得て、異常気象に関する
最新の科学的知見に基づく分析検討を行い、その発
生要因等に関する見解を迅速に発表することを目的
とする。
⑵　６月から８月までの３か月平均した地域平均気温
平年差の階級が「高い」場合、暑夏と呼ぶ。「低い」
場合は冷夏。
⑶　1976年以降の観測手法を統一するために、正時に
観測された１時間降水量を対象とし、1,000地点あ
たりの観測回数を用いた。

りかなり暖かかった日本海は、大量の水蒸気を含ん
だ空気がほとんど水蒸気を失わずに東北地方まで達
したことに寄与した可能性があります。
　一方、高気圧に覆われやすかった沖縄・奄美や西・
東日本太平洋側では、雨の少ない状態が続きました。

⑶　８月上旬後半～８月中旬前半の顕著な高温をも
たらした要因
　太平洋高気圧が沖縄・奄美から西・東日本で強ま
るとともに、日本付近で偏西風が北に蛇行したこと
に対応して、チベット高気圧の本州付近への張り出
しが強まりました。このため、高気圧に覆われて晴
れたことや高気圧に伴う下降流の効果によって気温
が上昇しました。また、太平洋高気圧の周りを流れ
る風が、平年と比べて非常に暖かかった中国東部か
ら東シナ海の空気を西・東日本に運ぶとともに、西・
東日本では北寄りの流れとなることで太平洋側では
海風の入りにくい状態をもたらしました。さらに、
太平洋側の都市部ではヒートアイランド現象など都
市化の影響が強まりやすい気象条件（日照時間が長
い、海風が弱いなど）となったことが、特に夜間か
ら明け方にかけての気温が下がりにくい一因になっ
たと考えられます。

⑷　気温の長期変化傾向
　都市化の影響が小さい観測地点で平均した日本の
夏の平均気温は統計を開始した1898年以降長期的に
上昇しており、猛暑日の年間日数は1931年以降増加

傾向が明瞭に現れています。これらの傾向には二酸
化炭素などの温室効果ガスの増加に伴う地球温暖化
の影響が現れているとみられます。

３．今後の見通し
　９月前半の気温は、全国的に平年並かやや高温傾
向が予報されており、晴れた日には気温が高くなり
ますが、猛暑日が連日続くようなことはない見込み
です。
　９月の降水量は、平年同様に晴れの日が多い沖縄・
奄美で平年並、湿った気流の影響を受けやすい北・
東・西日本で多雨傾向の見込みです。なお、向こう
一週間（ 9 / 3 ～ 9 / 9 ）は、前線や湿った気流の影
響で大雨となるおそれがありますので、注意してく
ださい。
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《各県コーナー》

１．はじめに
　２４年災の概要と代表的な事例について、紹介さ
せていただきます。まず、地勢、気候についてで
すが、北海道は日本列島の最北端（北緯４１度２１分
～４５度３３分）に位置し、面積は８３，４５７ｋ㎡で、国
土の約２０％を占めています。山地は全体のほぼ半
分ですが、全国と比較すると山地や傾斜地の割合
は少なく、なだらかな土地が多いのが特徴となっ
ています。気候については、温帯気候の北限に位
置し、年平均気温は６～１０℃、年平均降水量は
７００～１，７００㎜となっています。四季の変化がはっ
きりしていますが、地形や位置、海流、季節風な
どにより、地域によって、かなり気候の違いがあ
り、太平洋側西部、日本海側、オホーツク海側、
太平洋側東部の４つに区分されます。

２．気象概況
　近年、全国各地において、甚大な豪雨災害が発
生するとともに、ゲリラ豪雨による都市型災害が
多発、地球温暖化による気候変動の影響が懸念さ
れています。北海道は、他の地域と比べ地球温暖
化による影響が大きい地域とされており、２１世紀

北海道における平成２４年災の概要について

………………北海道建設部土木局砂防災害課災害復旧グループ

図− １

図− ２

末の年最大日降水量は、２０世紀末の１．２４
倍になると予想されています（図－１）。
その影響か、時間雨量５０ミリを超えた観
測所は、２０年５箇所、２１年には０箇所で
したが、２２年２４箇所、２４年１６箇所になる
など、短時間における局所的な集中豪雨
が多い年が続いています（図－２）。

３．異常気象
　２４年は、このような雨による被害もあ
りましたが、例年以上に冷え込みが厳し
かったことから、融雪など、近年みられ
なかった異常気象が発生し、その回数も
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多い年となりました。平成１８年以来６年振りとな
る融雪災が２６件、これを親災として、同じく６年
振りの災害関連事業が１件。平成１３年以来の低温
（＝凍上災）が１４件、２４年が初の降雪が２件、平
成１０年以来の雪崩１件。このほかに豪雨、落雷、
地すべり等が発生した結果、２３年と比較すると、
件数では２０３件から１８５件、決定額では３７億円が
３１億円と、若干減少していますが、異常気象の回
数は１０回から１７回と、ほぼ倍増しました。４月の
風浪からはじまり、１１月の豪雨まで８カ月間にわ
たって次々と発生し、災害査定も、凍上災が８月
の炎天下のもとで、最後の１０次査定は、結氷した
河川の上で行われました。この場をお借りして、
厳しい状況の中、対応いただきました、査定官、
立会官の皆様にお礼申し上げます。

４．被災事例
　２４年災の事例について、いくつか説明します。
１）融　雪
○主要地方道赤平奈井江線（歌志内市文珠）にお
ける災害関連事業による復旧（写真－３）。
○概要：主要地方道赤平奈井江線の文珠峠におい
て、ペンケ歌志内川の左支沢が崩壊、３万㎥の
土砂が流出し、これにより路肩部の欠損や路面
に開口亀裂が生じました。
○原因：２４年は平年並みの降雪量だったにもかか
わらず、低温により雪解けが遅く、積雪が多く
残っていたところへ、４月後半、暖かくて湿っ
た空気が流入、気温が一気に上昇したことから、
多量の水分が地中に浸透しました。このため土
中の間隙水圧が上昇し、せん断抵抗力を減少さ
せて崩壊が発生したものと考えられます。
○復旧工法：現況道路は、急カーブ、急勾配及び

いました。事業延長４６５ｍ、掘削工９，３４０㎥、盛
土工４，８７０㎥。

２）雪　崩
○主要地方道静内中札内線ペンケチャップ橋（河
西郡中札内村南札内）における急激な温度上昇
による雪崩災害（写真－４）。
○概要：雪崩により、山側の橋梁防護柵が大きく
変形し、橋梁全体が谷側へ４㎝程度水平移動、
山側主桁も全体的に変形しました。
○原因：２４年の冬は低温だったため、春まで多く
の積雪が残っていたところへ、前線を伴った低
気圧が接近、暖気が流入し、気温が急上昇した
ため、沢本筋及び沢を包括する斜面から雪崩が
発生、既設の雪崩防止工及び橋梁付近に大量の

写真− ３

写真− 4

狭小な路肩幅員による交通事故が過
去に発生しており、地元から線形改
良の要望がある箇所であったことか
ら、現況道路の危険箇所（急カーブ）
を解消するとともに、不安定化した
盛土部が残存する沢部を回避するた
め、災害関連事業を活用し、盛土に
よる原形復旧を親災とし、線形を改
良した新たなルートで改良復旧を行
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デブリ（雪崩により堆積した雪）
が堆積しました。さらにその上部
を本筋上流からの雪崩が滑落し発
生したものと推定されています。
○復旧工法：主桁（Ｇ１～Ｇ４）と
支承部に変状が確認されたため、
橋梁上部工の架け替えを行うこと
としました。復旧延長１８ｍ、上部
工１８ｍ、底張コンクリート３８４㎡。

４）降　雪
○事例：主要道道岩見沢三笠線（三笠市清住、西
桂沢）における異常降雪による道路附属施設（転
落防止柵）の被災（写真－６）。
○概要：異常な積雪によって、転落防止柵に設計
以上のグライド力（斜面に積もった雪が、重力
の作用によって斜面に沿って下方に滑るときに
作用する力）が作用し、施設が破損しました。
○原因：平成２３年１１月の初雪から平成２４年３月末
まで冬型の気圧配置や低温の影響で、断続的に
雪が降り続き、気象庁の地元観測所の記録では
積雪量が２月１２日に２０８㎝に達し、２月の記録
を更新するとともに通年での記録も更新、平年
の約２倍近くに達するものでした。

○復旧工法：ビーム、基礎ブロックは再利用、転
倒により破損した支柱は新材で復旧しました。
復旧延長１４９ｍ、転落防止柵１４９ｍ、基礎ブロッ
ク９８個。

５．おわりに
　今年の冬は、昨年ほどの冷え込みではなかった
ことから、雪崩、降雪、低温による被災はなく、
７月までに豪雨及び融雪、風浪、地すべりなどが
ありました。８月に入ってからは、秋田県岩手県
を中心に記録的な大雨になり、その影響で、北海
道においても、９日に時間雨量で、松前町、八雲
町、２４時間雨量で、八雲町で観測史上一位を更新、
各地に被害を及ぼしました。その後も、豪雨、落
雷があり、現在、これらの対応に取り組んでいる
ところです。早期復旧にむけ、日頃、ご協力頂い
ている関係者の皆様方に、これからも、ご指導、
ご協力をいただけますようお願い申し上げます。

写真− 5

写真− 6

３）低　温
○一般地方道上音標音標線（枝幸郡枝幸町上音標）
における異常低温による被災（凍上災）（写真
－５）。
○概要：舗装面が冷却され、地盤中に含まれる水
分が凍上（霜柱状）したため舗装面の隆起によ
りクラックが発生、平坦性が失われたものと考
えられます。
○原因：今年の冬は、冬型の気圧配置になる日が
多く、上空に強い寒気が居座った結果、ほぼす
べての期間で、気温が平年を下回り、冬期間を
平均した気温は、平年より１℃以上低く、近年
では平成１３年以来の寒さとなりました。近傍観
測点における平成２３年の凍結指数は１,0３９．３で
平成８年から２３年の１５年間の凍結指数から求め
た１０年確率凍結指数９３７を大きく上回りました。
○復旧工法：舗装工（細粒度アスコン、アス安定
処理）の打ち換え及び下層路盤工ｔ＝１０㎝の入
れ替えを行いました。復旧延長８５ｍ、舗装工
５２２㎡、路盤工５２２㎡。
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防災課だより 人 事 異 動
〔水管理・国土保全局関係人事発令〕
△平成25年 8 月 1 日

△平成25年 8 月31日

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

川村　謙一 辞職（（独）水資源機構本社経営企画部企画課長） 大臣官房付（東北地方整備局長河川部河川調査官）

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

足立　敏之 技監 水管理・国土保全局長

森北　佳昭 水管理・国土保全局長 関東地方整備局長

山崎　篤男 辞職（７月31日付）（日本下水道事業団副理事長） 水管理・国土保全局次長

加藤　久喜 水管理・国土保全局次長 水管理・国土保全局総務課長

小池　　剛 東北地方整備局長 水管理・国土保全局水資源部長

越智　繁雄 水管理・国土保全局水資源部長 大臣官房技術調査課長

池内　幸司 近畿地方整備局長 水管理・国土保全局河川計画課長

岡田　智幸 九州地方整備局武雄河川事務所長 水管理・国土保全局河川計画課付

藤原　健朗 水管理・国土保全局総務課長 水管理・国土保全局水政課長

深澤　典宏 水管理・国土保全局水政課長 厚生労働省老健局高齢者支援課長

金尾　健司 水管理・国土保全局河川計画課長 水管理・国土保全局河川環境課長

渥美　雅裕 水管理・国土保全局河川環境課長 大臣官房技術調査官

髙橋　伸輔 中部地方整備局庄内川河川事務所長 水管理・国土保全局河川計画課企画専門官

宮藤　秀之 水管理・国土保全局河川計画課企画専門官 水管理・国土保全局河川環境課河川保全企画室企画専門官

里村　真吾 水管理・国土保全局河川環境課河川保全企画室企画専門官 水管理・国土保全局河川環境課企画専門官

森久保　司 水管理・国土保全局河川環境課企画専門官 水管理・国土保全局治水課長補佐

荒川　泰二 水管理・国土保全局治水課長補佐 水管理・国土保全局砂防部保全課海岸室課長補佐

今井　　誠 水管理・国土保全局砂防部保全課海岸室課長補佐 北海道開発局札幌開発建設部河川管理課上席治水専門官

判田　乾一 休職（一般財団法人砂防・地すべり技術センター砂防技術研究
所上席研究員）

水管理・国土保全局砂防部砂防計画課付

江藤　宗明 辞職（７月31日付）（阪神高速道路株式会社経理部資金課長） 水管理・国土保全局下水道部下水道事業課長補佐

澤田　洋一 水管理・国土保全局下水道部下水道事業課長補佐 水管理・国土保全局下水道部下水道企画課下水道管理指導室課
長補佐

佐藤　　学 水管理・国土保全局下水道部下水道企画課下水道管理指導室課
長補佐

北陸地方整備局建政部都市調整官

△平成25年 9 月 1 日

松井　章二 林野庁国有林野部経営企画課地域森林計画調整官 水資源部水資源政策課水源地域振興室課長補佐

小平　　卓 大臣官房付 辞職（（独）水資源機構本社経営企画部企画課長）

吉川　正純 水資源部水資源政策課水源地域振興室課長補佐 林野庁森林整備部整備課森林土木専門官

△平成25年 9 月 4 日

小平　　卓 大臣官房付（併）環境省放射性物質汚染対処技術統括官付参事
官（併）復興庁統括官付参事官

大臣官房付

△平成25年 9 月10日

武士　俊也 派遣（ブラジル連邦共和国） 大臣官房付
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△平成25年10月 1 日

丸山　和基 北陸地方整備局富山河川国道事務所調査第一課長 河川計画課河川情報企画室河川情報係長

宇根　　寛 近畿地方整備局足羽川ダム工事事務所長 治水課長補佐

倉成　　亮 国土技術政策総合研究所危機管理技術センター砂防研究室研究
官

砂防部保全課砂防事業調整係長

渡邉　加奈 河川計画課河川情報企画室河川情報係長 関東地方整備局東京外かく環状国道事務所調査設計課

飯島　直己 河川環境課水防企画室津波水防係長 内閣府大臣官房人事課係長（併）内閣府国際平和協力本部事務
局主査（併）内閣官房副長官補付

島本　和仁 治水課企画専門官 近畿地方整備局足羽川ダム工事事務所長

村山　英俊 治水課長補佐 北陸地方整備局河川部河川計画課長

菊地　信夫 防災課災害対策室課長補佐 都市局都市計画課都市計画調査室課長補佐

野村　康裕 砂防部砂防計画課長補佐 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究センター砂防研究室
研究官

前田　昭浩 砂防部保全課長補佐 九州地方整備局河川部建設専門官（併）九州地方整備局九州防
災・火山技術センター

甲斐　一洋 防災課長補佐 河川環境課水防企画室課長補佐（併）防災課

澤頭　芳博 防災課災害対策室課長補佐 防災課長補佐

湯原　麻子 水資源部水資源計画課総合水資源管理戦略室課長補佐 水資源部水資源計画課水循環推進調整官

酒井　義尚 水資源部水資源計画課水循環推進調整官（併）水資源部水資源
政策課地下水対策室

水資源部水資源計画課総合水資源管理戦略室課長補佐（併）水
資源部水資源政策課地下水対策室

山縣　弘樹 下水道部下水道事業課長補佐（併）下水道部下水道企画課 下水道部下水道事業課長補佐

石井　　崇 砂防部保全課砂防事業調整係長 砂防部砂防計画課土砂災害警戒避難対策係長

柴田　　亮 砂防部保全課海岸室課長補佐 砂防部保全課付（海岸室）

今井　　誠 河川環境課水防企画室課長補佐（併）河川計画課 砂防部保全課海岸室課長補佐（併）河川計画課

平成25年度防災セミナー 日程決まる

　　　　 １．期　日　　平成26年 2 月 4 日（火）

　　　　 ２．会　場　　東京都港区虎ノ門　発明会館ホール

なお、詳細については、後日お知らせ致します。

お知らせ

△平成25年 9 月25日

豊口　佳之 経済産業省大臣官房総務課企画官（併）内閣府政策統括官（防
災担当）付（併）内閣府廃炉・汚染水対策担当室企画官（併）
経済産業省資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課原
子力発電所事故収束対応室付（併）原子力災害対策本部廃炉・
汚染水対策チーム事務局員

治水課企画専門官
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「埼玉県の河川改修と
新たな水害対策の取り組み」

埼玉県県土整備部 河川砂防課
防災担当 主任
坂田　剣人

１．はじめに
　平成22年３月の東北地方太平洋沖地震による地
震・津波、平成24年７月の梅雨前線による九州北
部豪雨等により甚大な被害に見舞われました皆様
に心よりお見舞い申し上げます。
　当課は、河川計画、河川の改修をはじめ、排水
機場及び水門の整備・維持管理、災害復旧事業、
水防、砂防、地すべりの防止、急傾斜地崩壊の防
止及び土砂災害の防止対策の推進に関することな
ど業務は多岐に渡ります。
　私は、平成22年度に災害復旧事業や水防等を所
管する現在の担当に配属になり、今年で４年目と
なりますが、様々な方々の御指導を賜りながら、
日々業務を行っています。

２ ．埼玉県の河川
2.1 地　　形
　埼玉県の地形は、西部の山地と東部の平地に大
きく二分されます。東部の平地をさらに東西に二
分すると、西側の県中央部の台地と東側の低地に
分けられます。平地は総面積の約７割で、平地の
占める割合は、全国で２番目に高い割合を示して
います。
　関東山地の中央に位置する西部の山地は、西
端の長野県境では、県下最高峰の三宝山（2,483
ｍ）があり、そのすぐ南には三県（山梨、埼玉、
長野）に誇る第二の高峰、甲武信ケ岳（2,475ｍ）
が続きます。これらから東方に向かって、雲取山
（2,018ｍ）、古礼山（2,112ｍ）など2,000ｍ級の
山々が連なり、徐々に高度を下げ、両神山（1,723
ｍ）、武甲山（1,304ｍ）、二子山（1,166ｍ）など、
1,000ｍ級の山々が続いています。これらの西部
の山々は称して秩父山地と呼ばれ、秩父山地に源

を発しているのが荒川です。荒川は急峻な地形を
作って流れ下り、秩父盆地に流れ出ます。秩父盆
地は平坦でしたが、第三紀に地盤隆起がおこり、
その後の侵食の繰り返しで、平坦地は数段の段丘
面が残りました。荒川が秩父盆地から流れ出すた
めに作りだした渓谷が長瀞で、結晶片岩の露出す
る石畳が続きます。
　また、平地は関東平野の一部で、県中央部の比
企丘陵、東京都との境の狭山丘陵及び山麓に連な
るいくつかの丘陵を除けば平坦な台地と低地から
なります※1（図－１、図－２）。

図－２　埼玉県地形略図

図－１　埼玉県の河川図
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2.2 気候と降水量
　気候は、冬季は北西の季節風が強く晴天の日が
多く空気が乾燥します。一方、夏は湿気も多く日
中かなり高温となるため、雷の発生が多く降雹を
伴うこともあります。梅雨と秋雨の期間は、一年
の中で曇りや雨の日が多く、台風は初夏から晩秋
にかけて県内に影響するものもありますが、大き
な被害をもたらすものは稀です。
　参考に、気象庁熊谷地方気象台から提供された
アメダス資料によると、1981年から2010年の30年
間の平均で、県内で最も年降水量の多い地域は、
秩父地方南部で1,600㎜⊘年を超えています。一
方、平野部では1,200⊘年～1,400㎜⊘年のところが
多く、北東部や秩父地方の北部では1,200㎜程度
と少なくなっています。このことから全国的にみ
た埼玉県の降水量は比較的少ないと言えます（図
－３）。

2.3 都市化とその影響 2.4 埼玉県の河川整備
　埼玉県が管理する一級河川は、151河川、約
1,400㎞です。このうち、改修が必要な河川は106
河川、約1,000㎞です（図－１）。
　河川整備は、急激な都市化の進展に伴う浸水被
害に対応するため、河道整備に併せて調節池や排
水機場、放水路等の整備も積極的に進めています。
　河川の改修率（改修済延長／要改修延長）は、
昭和50年頃に約18％でしたが、平成元年頃には約
38％にまで向上し、平成24年度末では約60％とな
っています。
　また、平成18年度には、「埼玉県雨水流出抑制
施設の設置等に関する条例」を制定し、大規模開
発の際に調整池等の雨水流出抑制施設の設置の義
務化を図るなど、流域対策にも取り組んでいます。
　さらに、これらの施設整備に加え、近年では、
住民の円滑な避難行動を支援するため、洪水情報
の提供といったソフト対策にも取り組んでいま
す。このような総合的な治水対策により浸水被害
は大幅に減少してきています。
　しかし、改修率は未だ６割の状況であり、近年
のゲリラ豪雨による浸水被害の発生状況を鑑みる
と、今後とも、浸水被害の軽減に向けた河川整備
を着実に進めていく必要があります（写真－１）。

図－４　埼玉県の地盤高概念図

図－５　地盤高概念図

図－３　1981年から2010年の30年間雨量※2

　昭和30年頃から、急激に都市化が進み、特に、
東部地域を流れる中川・綾瀬川流域では、昭和30
年代以降の約50年間で市街地面積が約10倍に増え
ました。この都市化により、雨は地中に浸透しに
くくなり、河川への流入が増加して、雨の集まる
スピードも速くなりました。そのため、雨が降る
と河川の水量が急激に増加し、都市化した住宅地
で浸水被害が増えてきました。高度成長期に発生
した地下水くみ上げ等による広域地盤沈下は、そ
の被害に拍車をかけました（図―４、図－５）。
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３．治水対策
3.1 治水対策の歴史
　沖積低地、特に県東部の中川低地は、かつて、
利根川や渡良瀬川、思川、荒川（現綾瀬川・元荒
川）が乱流する広大な沼沢地でした。
　鎌倉時代には、この一体の水を治めて水田に変
えようとしましたが、大河川まではなかなか手が
つけられなかったようです。その後、新田開発の
ための溜井の造成、用水の疎通がつづきました。
　このようにして茫漠と葦原の広がる池沼地帯は
黄金色に輝く穀倉地帯に生まれ変りました。
　その後も、大きな水害に悩まされ続け、昭和13
年に国、東京、埼玉の三者による芝川、中川、綾
瀬川の「三川総合計画」が策定され、昭和15年、
芝川を綾瀬川に導く芝川放水路（新芝川の前身）
に着手しました。しかし、太平洋戦争により工事
が中止されました。
　戦後、工事再開が強く要望されましたが、その
後の情勢変化により、当初計画の見通しも極めて
困難となったため、県内処理方式による「芝川単
独改修計画」に改定し、実施の運びとなりました。
　また、私が河川の工事監督で一番苦労したこと
で思い入れがある芝川の改修状況を埼玉県の代表
としてご紹介したいと思います。

3.2 芝川改修計画の概要と多大な被害
　芝川は、桶川市の台地を水源とし、大宮台地の
低地部、見沼地域、川口市周辺の沖積低地を流下
し、芝川水門を経て荒川（直轄管理）に合流する、

延長約26㎞、流域面積約96㎢の一級河川です（図
－６）。
　芝川の出水は、６、７月の梅雨全線や低気圧に
伴う降雨と、９、10月の台風による降雨に起因す
るものが多い。代表的な出水被害で、昭和33年９
月（狩野川台風）出水では、死者５名、床上・床
下浸水被害は約４万戸、当時の被害総額は約６億
円、そして、昭和41年６月（台風４号）出水で
は、死者・行方不明者８名、床上・床下浸水被害
は８万棟、当時の被害総額は約24億円など多大な
被害を受けてきました（埼玉県調べ）。
　芝川の洪水被害の特徴は、流域が洪積台地とそ
れに挟まれた沖積低地からなるため、洪水が発生
すると中流の沖積低地に流出が集中し、上、中流
域における氾濫とともに、河谷状の低地をゆっく
り流下することにあります。

3.3 改修計画
　芝川の荒川合流部では、洪水時には荒川の水位
上昇により自然排水が不可能となり、沿川で治水

図－６　芝川流域図

写真－１　東川の出水状況（所沢市、平成22年７月）
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安全度の低い中流域の見沼田圃地域において氾濫
することになりました。
　そのため、昭和33年９月（狩野川台風）による
降雨を計画の対象とし、計画安全度を超過確率
1 /100として河川改修、放水路（新芝川）、水門、
排水機場、調節池の組み合わせにより洪水防御を
図ることになりました。荒川合流部における基本
高水のピーク流量660㎥⊘sec に対し、調節地群（第
１～７）により高水のピーク流量の低減を目的と
して、計画高水流量を250㎥⊘sec とする「芝川改
修計画」を策定し、昭和51年３月10日に全体計画
が認可されました（図－７、図－８）。

調節池（36.9万㎥）が昭和57年に完成し、次いで、
第１調節池（200万㎥）が平成23年に概成しまし
た（図－９）。

４．河川・下水道連携による新たな水害対策の取
組
4.1 課　　題
　県内では、近年、局地的大雨（以下、ゲリラ豪
雨）が多発し、時間雨量が50㎜を超えるような大
雨の発生回数が増加しています。
　平成22年７月には、時間雨量70㎜超の集中豪雨
により、南西部を中心に床上・床下浸水被害が発
生しました。また、平成23年８月には、時間雨量
90㎜超の集中豪雨により、南部を中心に床上・床
下浸水被害が発生し、今年度も７月、８月だけで
時間雨量50㎜超の降雨が４回ありました。
　このようにゲリラ豪雨への対応は、本県におい
て喫緊の課題となっています。

4.2 河川・下水道連携の必要性
　河川及び下水道（雨水）整備は、完成まで長期
間を要するため、河川整備が完了した区間で下水
道が未整備である場合があります。一方で、河川
が未整備のため下水道の整備が完了していても放
流量を制限せざるを得ないなど、施設の整備効果
が十分に発現できていない場合もあります。
　そこで、事業完了時に河川及び下水道の整備効
果が十分に発現されるよう、相互に事業調整等を
図っていく必要があり、連携を推進しています（図
－10）。

図－９　建設中の芝川第一調節池

図－７　芝川改修計画概要

図－８　芝川改修流量配分

3.4 改修状況
　河道改修工事は、上、中流部で掘削、盛土など
の暫定工事が進められており、下流部については
計画断面で概成しています。
　また、調節池は、はじめに第７調節池（36.9万
㎥）が昭和57年に完成し、次いで、第１調節池（200
万㎥）が平成23年に概成しました（図－８）。
　また、調節池計画については、第１から第７の
７箇所の調節池を計画しており、はじめにに第７
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4.3 河川・下水道事業調整会議（さいたま市連携）
⑴　経　　緯
　平成24年１月、本県とさいたま市は、より一層
緊密な連携と協調を図るため、県市にわたる政策
課題や県市相互の重要施策に関して、意見交換や
企画調整を行う埼玉県・さいたま市企画調整協議
会を設置し、「ゲリラ豪雨対策における連携」を
協議事項の一つに決定しました。
　さらに、整備効果を十分に発揮させて浸水被害
の早期解消を図るため、河川整備と下水道（雨
水）整備の事業実施計画の調整や事業進度の調整
等を担当課レベルで行う協議会の設置を県市で合
意し、平成23年３月に「河川・下水道事業調整協
議会」を設置しました。協議会の検討事項は、次
のとおりです。
　①浸水被害の状況及び要因の把握
　②浸水被害軽減に向けた連携方策の検討
　③事業実施計画の調整や事業進度の調整等
　④その他、協議会が必要と認めた事項
　協議会は５回開催し連携施策をとりまとめまし
た。

⑵　浸水被害軽減に向けた連携施策
　①　緊急的な浸水被害軽減対策
　「今できることを速やかに実施する」という観
点から、ソフト対策を中心に現時点で緊急的に取
り組む連携施策をとりまとめました。
　主な事業内容は、鴻沼川流域において、県市で
集水区域や放流口の現状を詳細に調査し、雨天時
に速やかに排水できるよう、市が桜区合野谷及び

桜田の既設排水ポンプ施設の改造を実施すること
としました。
　②　浸水被害軽減対策
　対象流域毎の事業の進捗状況に応じ、河川と下
水道に関する連携施策を、ハード・ソフト両面か
ら取りまとめました。
　具体例は、古隅田川流域において、県は事業中
の河川改修を推進するとともに、未着手区間の早
期事業着手を図り、市は、引き続き流域対策を充
実するとともに、支川である準用河川上院川の河
川改修及び徳力調節池の整備を推進します。そし
て、東岩槻駅周辺において、浸水被害の軽減を図
るために下水道の浸水対策基本計画を検討するこ
ととしました。
　さらに、事業進度情報等の共有化を行いました。
鴨川流域において、県は鴨川大橋の架換えの完成
予定年度と、完成後増加する放流量を市に情報提
供し、県と市で情報の共有化を図り、市は情報を
活用した下水道の浸水対策基本計画を検討するこ
ととしました。
　また、施設管理に資する情報の共有化を行いま
した。藤右衛門川流域においては、県市で一級河
川藤右衛門川及び雨水幹線内の土砂堆積状況調査
を行うとともに、よりスムーズに雨水が流下する
よう堆積土砂の撤去等を実施することとしまし
た。

4.4 浸水被害の早期軽減への期待
　本県とさいたま市との協議調整により、今後、
さいたま市の下水道（雨水）整備と連携した、こ
れまで以上に効果的な河川整備が実施され、浸水
被害の早期軽減が期待されます。
　このため、引き続き、河川・下水道事業調整協
議会を開催し、進行管理を図ることで市と合意し
ています。

５．おわりに
　この４年間を振り返ると鮮明に残っているの
が、「東日本大震災」を引き起こした「東北地方
太平洋沖地震」の対応でした。
　震災時は、埼玉県で34年振りに災害対策本部が
設置されました。私の所属する県土整備部は、「応

図－10　河川・下水道の連携イメージ
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急復旧班」として、「道路施設、河川施設」点検、
応急対策、災害対策本部や国土交通省等への報告
に追われました。
　そして、地震・集中豪雨など様々な自然災害の
危機が潜在しています。これらの共通点は、「避
けることができず、突発的に起こる」ということ
です。そして、「想定外を想定」し、これからの
災害に備え、知識を身につけていけるよう努力し
ていく所存です。
　今後も、埼玉県民の安心と安全な生活を守り、
豊かな生活環境の整備に頑張っていきたいと考え
ています。
※1 出典：埼玉県の気象百年（Ｈ 8 .12）熊谷地方気象台

※2 作成：熊谷地方気象台

　埼玉県では、県民誰もが川に愛着を持ち、ふる
さとを実感できる「川の国埼玉」の実現を目指し
て、川の再生の取組を平成20年度から進めていま
す。平成20年度から23年度までは「川の再生」の
リーディング事業として県内100箇所の水辺を集
中的に整備する「水辺再生100プラン」を実施し
てきました。平成24年度からは、市町村のまちづ
くりと一体となり、一つの川を上流から下流まで
まるごと再生する「川のまるごと再生プロジェク
ト」にステップアップし、17の川（河川10・農業
用水 7）で展開しています。
　今回は、「水辺再生100プラン」の代表的な事例
をご紹介します。

○旧芝川・川口市
　・子供たちが川の中に入って遊べるような河川
環境を創出

　・ウェットランドの整備やヘドロ除去によって
水質を浄化

　・遊歩道や水辺に近づけるせせらぎ水を整備

○藤右衛門川・さいたま市ほか
　・水に親しめるせせらぎ水路や遊歩道を整備
　・市街地にみどり豊かな水辺空間を創出
　・ワンドなど多様な生物の生息環境を創出

整備前

整備後

整備前

整備後
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　平成２5年 ９ 月11日（水）に災害復旧技術専門家派
遣制度運営委員会を開催し、国土交通省地方整備局
や都道府県等からご推薦のあった新規登録候補者17
名について、認定登録審査が行われました。
　審査結果、ご推薦の17名全員が 9月11日付で災害
復旧技術専門家として新たに技術者名簿に登録され
ることとなりましたのでご紹介いたします。
　なお、今回の運営委員会では登録抹消の申し出の
あった 2名についても審議がなされ、同じ 9月11日
付にて技術者名簿からの抹消が承認されました。

　今回新たに登録された17名と、抹消された 2名を
合わせ、 9月11日現在で災害復旧技術専門家として
名簿に登録者されている方は、総計２17名となります。
（詳細については本協会のホームページに掲載して
おりますのでご参照下さい）
　この度、新規にご登録いただいた17名の災害復旧
技術専門家の方には、これからの活躍を大いにご期
待するとともに、名簿から抹消された 2名の方には、
これまでのご支援に対し、心よりお礼申し上げます。

災害復旧技術専門家新規登録者名簿 平成２5年 9 月11日 新規登録者（17名）

協会だより

災害復旧技術専門家新規登録者のご紹介

№ 区　　分 推 薦 先 自 宅 住 所 氏　　名 ふりがな 得　意　分　野

1 

国土交通省

東 北 地 整 宮城県仙台市 大　利　泰　宏 おおり　やすひろ 河川・道路

2 北 陸 地 整 富山県富山市 野　田　　　猛 のだ　たけし 河川・砂防・地すべり

3 四 国 地 整 香川県高松市 大　谷　博　信 おおたに　ひろのぶ 河川

4 

都 道 府 県

岩 手 県 岩手県盛岡市 野　中　　　聡 のなか　さとし 河川・砂防・地すべり・海岸

5 

宮 城 県

宮城県仙台市 千　葉　光　敏 ちば　みつとし 河川

6 宮城県栗原市 狩　野　　　力 かりの　ちから 道路

7 宮城県大崎市 門　脇　和　善 かどわき　かずよし 河川・砂防・地すべり

8 宮城県利府町 佐　藤　　　久 さとう　ひさし 道路・海岸・港湾

9 
栃 木 県

栃木県宇都宮市 大　塚　光　雄 おおつか　みつお 河川・砂防・地すべり

10 栃木県那須塩原市 福　田　一　郎 ふくだ　いちろう 河川

11 神 奈 川 県 神奈川県横浜市 網　倉　　　孝 あみくら　たかし 河川・砂防・地すべり

12 高 知 県 高知県土佐市 野　村　満　雄 のむら　みつお 河川・道路・海岸

13 

長 崎 県

長崎県大村市 松　本　一　彦 まつもと　かずひこ 河川・砂防・ダム・海岸

14 長崎県佐世保市 川　下　茂　樹 かわした　しげき 河川・砂防・地すべり

15 長崎県長崎市 野　田　正　彦 のだ　まさひこ 河川・砂防

16 長崎県佐世保市 滝　川　公　一 たきがわ　こういち 河川・砂防

17 長崎県時津町 福　田　友　久 ふくだ　ともひさ 河川・砂防・地すべり・海岸
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B ５ 判　1,146頁　上製本　頒価6,400円（消費税込み）　送料協会負担

災害復旧工事の設計要領（平成25年版）

　「災害復旧工事の設計要領」（通称「赤本」）は、昭和32年に初版を発行して以来、平成25年版で57版を数えることになります。
　その間には、請負工事への転換、機械施工の進展、新工法・新技術の開発、電算化、施工パッケージ型積算方式への移行
等、社会情勢の変化とともにその都度内容の改正を行ってまいりました。
　災害復旧事業は、被災後速やかに復旧することが事業に携わる者の使命であり、このためには、災害査定設計書を迅速か
つ適確に作成する必要があります。
　災害査定用歩掛は、文字通り災害査定設計書を作成するための歩掛ですが、実施設計書との乖離が生じないようにとの配
慮から、平成 ５年 ７月より土木工事標準歩掛に準拠したものとなっています。土木工事標準歩掛は、随時施工形態の変動へ
の対応及び歩掛の合理化・簡素化の観点からの歩掛の改正・制定が行われており、平成25年度の災害査定用歩掛の主な改正
内容は次のとおりです。

〔主な改正内容の概要〕
⑴　歩掛について
　災害査定用設計歩掛が準拠している土木工事標準歩掛（国土交通省）において、平成25年度は「道路除雪工」、「トン
ネル工（NATM）」、「地すべり防止工」等で一部改定を行うとともに、 9工種の標準歩掛を廃止した。

⑵　建設機械等損料の改正
　岩手県・宮城県・福島県における復興事業等での施工状況等を考慮し、「ダンプトラック」等の ３機種について、運転
１時間当たり損料を ３％割増しした。

⑶　施工パッケージ型積算方式
　昨年10月に導入している63の施工パッケージ単価について物価変動に伴う標準単価および機労材構成比の改定を行っ
た。また、平成25年10月からは、新たに146の施工パッケージを設定する。なお、災害査定における施工パッケージ型積
算の取扱いについては、「平成25年度土木工事標準積算基準書」と合わせ、パッケージ型積算の導入によって廃止された
歩掛については、「平成24年度土木工事標準積算基準書」を災害査定設計標準歩掛表（同意歩掛）として取扱うことが出
来る。

第Ⅰ編　一般事項
　第 １章　総　　則
　第 ２章　工事費の積算
　第 ３章　一般管理費等及び消費税相当額
　第 ４章　数値基準
　第 ５章　建設機械運転労務等
　第 ６章　災害査定設計書記載例
　第７章　災害復旧効率化支援システム・Photog-CAD

第Ⅱ編　共 通 工
　第 １章　土　　工
　第 ２章　共 通 工
　第 ３章　基 礎 工
　第 ４章　コンクリート工
　第 ５章　仮 設 工

第Ⅲ編　河　　川
　第 １章　河川海岸

　第 ２章　河川維持工
　第 ３章　砂 防 工
　第 ４章　地すべり防止工

第Ⅳ編　道　　路
　第 １章　舗 装 工
　第 ２章　付属施設
　第 ３章　道路維持修繕工
　第 ４章　共同溝工

第Ⅴ編　そ の 他
　第 １章　伝統的な復旧工法（参考）
　第 ２章　機械経費

第Ⅵ編　参考資料
　第 １章　設計資料
　第 ２章　災害復旧における環境への取組について
　第 ３章　災害復旧工法について

新刊ご案内

本書の内容

平成25年 7 月発刊

詳細については、公益社団法人 全国防災協会ホームページの出版図書案内をご参照下さい。
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平成25年　発生主要異常気象別被害報告 平成25年 9 月13日現在（単位：千円）



（26） 第 772 号 防 災 平 成 25 年 10 月  1  日
水
管
理
・
国
土
保
全
局

防
災
課

-配
置
図
-


	目　次
	台風第18号の大雨等による被害状況等について……内閣府
	台風第18号及び前線による大雨に対する国土交通省の対応……国土交通省
	防災フェア2013の開催について……公益社団法人 全国防災協会
	平成25年（2013年）夏の日本の極端な天候について……気象庁
	各県コーナー
	「北海道」……北海道建設部土木局砂防災害課災害復旧グループ

	防災課だより
	人事異動
	お知らせ
	平成25年度防災セミナー 日程決まる


	会員だより
	「埼玉県の河川改修と新たな水害対策の取り組み」……埼玉県県土整備部　坂田　剣人

	協会だより
	災害復旧技術専門家新規登録者のご紹介

	新刊ご案内
	災害復旧工事の設計要領（平成25年版）

	被害報告
	水管理・国土保全局　防災課 -配置図-



